　特定非営利活動（NPO）法人　　やましろ里山の会週刊ニュース　　2014年8月28日　527号
会誌37号の原稿募集が始まる　37号の発刊となってきますと、いろいろと変化が生まれてきます。特に仲間の広場のコーナーでの原稿の集まりが賑やかさから静かになってきます。寄せていただく数も変化してきています。せっかく会員相互の親睦や交流を深める場所としてきたコーナーがこのままでは心配な事態になると危機を感じて、原稿募集を33名の方にはがきで原稿のお願いをいたしました。強制ではありませんが、できるだけご協力をいただきますようお願いしたします。「私の小学校時代」とか、「私の健康作戦」とか、「私の故郷紹介」などのお題でお願いしました。積極的にチャレンジしてください。原稿を書いてくださいなどと依頼が無いのが普通ですが、里山の会員だからこうしたチャンスが訪れているのです。積極的・前向きに受け止めていただいてご協力ください。皆様のご協力をぜひともお願いします。楽しく面白く愉快になれる会誌をめざして、待ち遠しいなあと思っていただける会誌「里山の自然」にしていくために、ぜひぜひあなたのご寄稿をお願いします。


草内倉庫の整理整頓　草刈実施　25日　この前に草を刈ったのは7月12日でとことん短く刈り上げました。それが土用が過ぎ8月20日にはすっかり大きくなって朝露でズボンがぼとぼとに濡れてしまうほど高く伸びています。自然の力を目の当たりにさせられます。このままではすさまじい草がほごってしまうので、慌てて草刈を行いました。久しぶりの曇り空で雨が心配だったので、お昼前に倉庫に出かけると森島さんが自前の自転車で来られていて、倉庫のかたづけを一人で行って整理整頓、ごみの掃き出しなど精を出していただいていました。暑い暑い中自宅の多々羅から自転車で出かけるのもおっくうになるのに、なかなか手を出さないかたづけ作業を行っていただきました。また暑い暑い中自転車で帰って行かれました。本当にご苦労様でした。私も森島様の情熱に押されて草刈を励むことができました。本当にご苦労様でした。
　
国土交通省近畿地方整備局の業務研究発表会で山田信人さんが発表。9月1日　大阪天満橋　総合庁舎10時からです。山田さんの午後1時からです。　一昨年は田中元洋さん、昨年の田中実知世さんの発表に続いて3年連続して里山の会所属者が出演することになります。河川レンジャーという立場からですが、支えているのは里山の会で、田中元洋さんは防賀川でのワークショップとその取り組み、田中実知世さんは木津川の河床低下問題、今年は木津川などでの水質検査と地域との連携の取組の様子です。これまでの発表は非常に優れていましたが、もう一歩のところでとの評価でしたが、今年はいかに評価されるのか興味があります。国交省職員による業務研究や成果が中心の発表が行われるので、外部者からの発表が入賞となると、いささか疑問を持たざるを得ないのではないでしょうか。会場には職員さんが数百人近畿地方各所から集合される中での発表です。すごい発表場所が提供されました。ぜひともわれらの代表に応援と激励を、そして大勢の皆さんの大きな拍手を送っていただきますようお願いします。京阪天満橋駅下車して10分の所にあります。
里山の会事務所前に生育している京田辺原産の桔梗が見事に咲き出して、満開になりました。
あっという間の8月でした。月初めは台風や豪雨が降り続き天候が非常に不安定でした。そして台風の襲来で流れ橋が流れ、福知山の洪水発生、広島市での土石流災害の発生、各地に猛烈な豪雨が降り続き、異常な気候続きました。そんな異常な気象状況でしたが、事務所前の京田辺原産の桔梗の花が30個以上咲き揃いました。これは10年前に光田先生が住宅公団の知人から「転勤するので保存をお願いする」と届けられたものです。一度ご覧になってください。見事に咲き揃っています。
里山農園のみなさんは、朝8時には農園からもぎ取ったトマトなど成果物をコーナーに連日並べていただいています。ご苦労様です。
地蔵盆が23日24日と開催されていました。私が住んでいる京田辺市東区では民家のガレージなどを利用して、1年間お寺に預けていた地蔵さんを持ち帰り、祭壇を組立て、よだれかけをかけ、提灯などで飾り立て、それぞれの畑で育ててきたケイトウや菊などの花を持ち寄り、回りをにぎやかにします。組を組んでいる親たちがキウリやナスビ、トウモロコシ、ジャガイモなどを使って今はやりの話題を具体化したお供え物を備えて、町内の子どもたちの健康と無事息災に成長することを願います。最近までは子供の親が三々五々集まって準備や飾り物を行っていました。そして夜には楽しいお土産が渡されるので、みんなが地蔵さんのお飾りをしているところを巡って回る楽しいひと時となります。子どもたちを迎える大人たちも、町内の子どもたちが回ってくるとニコニコ顔で、話ができて、1年に一度の会話を楽しんだものです。しかし近頃、親はお仕事で帰っていないので、おじいさんおばあさんの手によって準備や後始末が行われています。7か所～8か所あった地蔵盆を飾るところが今年は5か所に減っていました。そして1組13～15軒で行われていたところが、8軒や7軒に減少していました。待っている子供たちには多い時にはお土産80個を用意していたのですが40個で余るようになりました。徐々に少なくなっています。少しずつ低調になってくるようです。お供えのためにいろいろ農産物を使って知恵を絞っていた熱意も薄れて、改善しようという発言で、全員が工作してきたものが世話役の役割になってしまいました。地蔵盆のお供えは小さな農村の立派な文化的な伝統だったのではないでしょうか。それが二つ残っていたうちの一つの組が改善という名で大きく変化してしまうことになりました。少子化や農業の改革という時流の中でこうした変化が生じているようです。






